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OERの構造化とバージョン管理を行うMoodleプラグインの開発 
 

重田勝介†1 武田俊之†2 金子大輔†3 八木秀文†4 永嶋知紘†5 
 

概要：本研究では，学習履歴データを活用した教材改善を効果的に進めるため，OER（オープン教材）に含まれる知
識構造を可視化し，改善された OER のバージョン管理する方法を提案する．このために本研究では，OER に含まれ

る知識要素とコンテンツを紐付けながら，LMS 上で更新する OER のバージョン管理を行う機能を開発した．本発表

では開発した Moodle プラグインの概要と特徴について報告する． 
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1. 背景   

 高等教育機関において，オンライン学習（インターネッ

トを活用した e ラーニングを用いる教育）の導入が進んで

いる．オンライン学習には，全ての教育をインターネット

を介して提供する「フルオンライン型」と，一部をインタ

ーネットを介して提供し対面授業と組み合わせる「ブレン

ド型」がある．MOOC（大規模公開オンライン講座）のよ

うな一般向けの公開講座も含まれるフルオンライン型のオ

ンライン学習は，高等教育や生涯学習における学習機会の

増進に寄与する．またブレンド型のオンライン学習につい

ては，予習で知識習得を行い授業では討論やグループ活動

により学習内容の深い理解を促す反転学習 (Flipped 
Classroom)など，学習効果の高い教育手法として研究的蓄

積も進んでいる（重田 2016）．オンライン学習は高等教育

で培われた「知」の普及や教育の質向上に寄与する高いポ

テンシャルを持ち，我が国の高等教育機関の半数近い機関

で導入されている（AXIES 2019）．オンライン学習の基盤と

なる OER（オープン教材）は，インターネット上に無料で

公開されるデジタル教材であり，クリエイティブ・コモン

ズ・ライセンスのような著作物の利用制限を緩和したルー

ルを伴って，著作者の権利を保持しながら，編集改訂など

教材の再利用を促進できることが，市販教材にはない特色

である（Hilton, Lutz, & Wiley, 2012）． 
 これまで教育工学分野においては，オンライン学習に関

わる多様な研究が推進されてきた．e ラーニング教材およ
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びオンライン学習設計の基盤となる教授設計理論（インス

トラクショナル・デザイン）の確立や，オンライン学習の

過程で学習管理システム（LMS）に蓄積される膨大な学習

履歴データを用いた学習分析（ラーニング・アナリティッ

クス）の推進による個別および集団に向けた学習支援等，

オンライン学習の学習効果を高める手法の開発，例えば学

習履歴データに基づく教材改善（Mouri ら 2017 等）や，教

員向けダッシュボードの開発（Dollár ら 2012 等）などがあ

げられる．しかしながら，オンライン学習の基盤となる

OER の継続的改善手法には課題が散見される．オンライン

学習で用いる OER をビデオ教材の視聴状況やクイズの回

答状況，教室内や電子掲示板における議論などの受講者の

フィードバックをもとに改善することは，エビデンスに基

づいたオンライン学習の継続的な改善のために不可欠であ

る．例えば，オンライン学習において，学習者のドロップ

アウトの原因が知識要素の不足や説明方法の不適切さ，す

なわち教材の不完全さにある場合，学習分析による学習状

況の把握やアラート等による介入だけでは，個別学習を十

分に支援することができない．OER の継続的改善は，学生

の知識状況や自己調整学習能力等，動的に変化する様々な

教室内要素に即したアダプティブ・ラーニングを促進する

上でも重要である．一方で，実際の OER 改善作業では「て

にをは」の修正や教示内容の追加，教材配列の変更，教材

と課題の不一致の修正など，修正の規模やアプローチが多

岐にわたる．このような教材改善を続けていくことで，教

材の改訂履歴や教材構造の把握が複雑化し，学習履歴デー
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タから得られたどのエビデンスがどの改善に対応している

のかについて，管理と紐付けが困難になる．教材の改訂履

歴の記録は IMS Global の提唱する Learning Resources Meta-
data や IEEE の提案する LOM 等でも取り組まれてきたが，

教材構造の把握を伴った学習履歴データと整合性を取るも

のにはなり得ていない．OER のライフサイクルを念頭に置

いた継続的な教材改善を適切に実施管理する手法の確立が

課題である． 
 

2. 目的 

 本研究では，オンライン学習に用いる OER を，学習履歴

データから得られるエビデンスに基づいて継続的に改善す

る手法を提案する．そのために，教材の志向する学習目標

を教材のメタ情報として記録する形式と手法を開発する．

さらに，このメタ情報を学習管理システムの中で効率的か

つ効果的に編集・蓄積する機能を，Moodle プラグインとし

て開発する．  
 

3. ST-OERの仕様 

3.1 ST-OER の概要 
本研究の枠組みを図 1 に示す．本研究では，yaml形式を

用いて OER のメタ情報となる学習要素とコンテンツの紐

付けおよび，OER 改善のバージョン管理を可能とする開発

手法を提案する．yaml言語は文書を記述するための軽量マ

ークアップ言語の一つであり，記述の習得が容易であり

machine readable である．OER のメタ情報として，OER の

学習目標をツリー形式で構造化し，ビデオやテキスト，ク

イズ等に含まれる知識要素をウェブリンクで表現した

yaml 形式ファイルを作成し，これを OER のメタファイル

として利用する．これにより，コンテンツのフォーマット 

表 1 ST-OER のデータモデル 
カテゴリ サブ要素 概要 記述例 

general 
 

title 教材のタイトル オープンエデュ

ケーションと未

来の学び講義 1-1 
オープンエデュ

ケーションとは

何か 

language 教材で用いられ
る言語 

Japanese 

description 教材の概要 この教材では，オ

ープンエデュケ

ーションの基礎

的な概念につい

て解説する． 

keywords 教材のキーワー
ド 

オープンエデュ
ケーション，基礎 

lifeCycle version バージョン情報
を日時で記述 

2020-10-19 
07:54:05 

contributions 教材の制作者と
改訂者．役割
(role)氏名
(name)変更日
(date)を記述 

Role: creator 
(mode-rator) 
Name: 重田勝介 
Date: 20201001 

structure learningObjec
t 

学習目標 オープンエデュ
ケーションの概
念について説明
できる 

section 学習目標に当て
はまる教材の部
分(section)を指
定する 

2 

sections sectionTitle 教材の部分
（section）のタ
イトル 

イントロダクシ
ョン 

contents 教材の部分
(section)に含ま
れるコンテンツ
の一覧 

図２の通り 

 

図 1 ST-OER の概要 
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general:  
  title: オープンエデュケーションと未来の学び 講義 1-1 オープンエ
デュケーションとは何か 
  language: Japanese 
  description: この教材では，オープンエデュケーションの基礎的な概
念について解説する． 
  keywords: 
    - オープンエデュケーション 
    - 基礎 
 
lifeCycle:  
  version: 20201019 07:54:05 
  contributions:  
    -  
      role: creator 
      name: 重田勝介 
      date: 20201001 07:54:05 
    -  
      role: modifier 
      name: 重田勝介 
      date: 20201019 07:54:05 
 
structure:  
  1:  
    learningObject: オープンエデュケーションの概念について説明で
きる 
    section: 2 
  2:  
    learningObject: オープンエデュケーションの特徴について説明で
きる 
    section: 3 
 
sections:  
  0: 
  1:  
    sectionTitle: イントロダクション 
    contents: 
      -  
        type: url 
        name: 教材の目的 
        value: https://www.youtube.com/watch?v=xxx 
      -  
        type: url 
        name: 教材の構成 
        value: https://www.youtube.com/watch?v=yyy 
 
2: 
    sectionTitle: オープンエデュケーションの定義 
    contents: 
      -  
        type: book 
        name: オープンエデュケーションの定義 
        value: https://hogehoge.com/mod/book/view.php?id=42 
 
3: 
    sectionTitle: オープンエデュケーションの特徴 
    contents: 
      -  
        type: url 
        name: オープンエデュケーションの特徴 
        value: https://www.youtube.com/watch?v=zzz 
  4: 
    sectionTitle: 知識確認テスト 
    contents: 
      -  
        type: assign 
        name: 課題を提出 
        submissiontype: onlinetext, file 
        feedbacktype: comments, file, offline 
        value: https://hogehoge.com/mod/assign/view.php?id=xxx 
 

図 2 ST-OER に含まれる yaml ファイルの一例 
 
や粒度に囚われず，教材に含まれる知識要素をビデオのタ

イムコードや HTML で表示されるテキストのアンカーと

紐付けることで教材構造を表現する．教材改善に伴い yaml
ファイルを更新しこのファイルにバージョン情報を記載す

ることで，教材群全体のバージョン管理も可能となる．多

様なメディアのコンテンツ群と yaml ファイルを伴った

OER を組み合わせたパッケージ全体を ST-OER（STructured 
OER の略）と呼称する． 
3.2 メタ情報のデータモデル 
 ST-OER のメタ情報は表 1 に示すデータモデルで構成さ

れる．このデータモデルは LOM(Learning Object Metadata)
のカテゴリを踏まえながら，教材に含まれる知識要素と教

材構造の関連性と，教材構造と教材を構成する複数のコン

テンツとの関連性をツリー構造で示す形式を取っている． 
ST-OER に含まれる yaml ファイルの一例を図 2 に示す．

general には教材のタイトル等の基本情報を示す．lifeCycle
には教材のバージョンを最終改訂日時で示し，教材の最初

の制作者を creator，その後の改訂者を modifier として示し，

時系列で表示する．structure には教材の学習目標と教材の

部分（section と定義）との対応関係を記述する．sections に
は，教材の部分とその部分に含まれる複数のコンテンツの

包含関係をツリー状で記述する．コンテンツは LMS に含

まれるものであれば LMS が付与するコースモジュールの

URL を，外部コンテンツであれば YouTube 等のウェブサー

ビスが付与する URL をリンクで指し示す．LMS の小テス

ト等で URL 以外に属性情報がある場合は，そのタイトル

や特性も必要に応じて記述する． 
  

4. Moodleプラグインの開発 

 本研究では，ST-OER の仕様を定義した上で，OER のメ

タ情報である yaml ファイルをオープンソースの LMS であ

る Moodle で自動生成するプラグインを開発した． 
4.1 プラグインの仕様 
本プラグインは Moodle3.5 系および 3.9 系で動作する．

本プラグインの有する機能は以下の通りである． 
l ST-OER のバージョン管理 

ST-OER のメタ情報となる yaml ファイルを OER に含

まれる複数のコンテンツと共に Moodle のコースに読

み込み，当該コンテンツを含んだコースを作成する．

ST-OER は Moodle のバックアップファイルである

mbz ファイルの形式でプラグインがインストールさ

れた Moodle にインポートとエクスポートをすること

が可能である．yaml ファイルも mbz ファイル内に格

納される． 
l yaml ファイルの生成 

Moodle 上のコース情報とコースに含まれるコンテン

ツをもとにメタ情報を yaml形式で生成する．yaml に
含まれる general はプラグインが Moodle のコース情

報から生成する．lifeCycle は後述する Moodle と連携

するローカル git リポジトリを用いて付与されたバー

ジョン情報からプラグインが生成する．structure は教 
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図 3 OERマネージャの呼び出し画面 

 

 

図 4 コース情報の編集画面 
 

 
図 5 コースのコミット作業とデータ取得画面 
 
材構造と section の関係を記載するフォームからユー

ザが入力して作成する．sections は Moodle コースのト

ピック構造をもとにしてプラグインが生成する． 
l gitローカルリポジトリとの連携 

本プラグインを導入する際には，Moodle サーバ上に

git リポジトリを構築し，ST-OER のバージョン管理に

用いる．git リポジトリは yaml ファイルと mbz ファイ

ルのバージョン管理を行う． 
4.2 プラグインの動作 
本プラグインを「OERマネージャ」と呼称する．OERマ

ネージャはプラグインを有効にすると，コース内に OERマ
ネージャの機能を呼び出すボタンが表示される（図 3）． 
l コース情報の編集 

「コース情報を編集する」ボタンを押下すると，コー

ス情報の編集を行うことができる．また，これまでの

改訂履歴が一覧表示される（図 4）． 
l コースのコミット書き出し 

コースを編集した上で「コースをコミットする」ボタ

ンを押下すると，新しいバージョンとしてコースを保

存することができる．また，コミット履歴も表示され

る（図 5）．  
l コースの書き出し 

コミット履歴から該当のバージョンの mbz ファイル

と yaml ファイルを取得することができる．なお mbz
ファイル内に yaml ファイルは含まれているので，新

しいコースに OERマネージャから出力した mbz ファ

イルを読み込ませると，過去のバージョン情報も引き

継がれる．また，過去の時点のバージョンにバックデ

ートすることも可能である． 
 

5. 今後の予定 

 現在プラグインの開発が終了したため，プラグインの機

能改善に向けた準備を進めている．具体的には，研究協力

者に依頼し本プラグインを用いた教材の制作と改善を行い，

プラグインの教育者から見たユーザビリティ評価を行う予

定である．加えて，プラグインの機能を拡張し，git のリモ

ートリポジトリに対応させ複数のユーザ間での ST-OER の

開発とバージョン管理を可能とする機能を追加する予定で

ある． 
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